












































































































































































































































とするとき， は の 次の整式であることを
証明せよ。
指導ポイント 　2段階の仮定を要する。






「 （ は整数）は， の倍数である」
「【誤った証明】 のときは，明らかである。
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［問1］   （1）  ，
　　　　（2）  
　　 答（1）  　（2）  
【2】　 （階差型）
　⇒ 数列 の階差数列の第 項が であ
るから， を利用








［問3］   （1）  ，  
　　　　（2）  ，  
　　 答（1）     （2）  
【4】　 （等差×等比型の型）
　⇒（解1） 与式から，  をつくり,
与式と辺々引いて  と変
形し，階差数列の公式を利用







　⇒ 両辺を で割って， とおき，
階差数列を利用
　⇒ が の 次式のとき，
として，係数 を求め，数列 が，
公比 の等比数列であることを利用
［問5］   （1）  ，
　　　　（2）  ，
　　　　（3）  ，





［問6］   （1）  ，
　　　　（2） ，
　　　　（3） ，




















































［問11］ （1）  ， ，
　　　　（2）  ， ，
　　　　（3）  ， ，
（フィボナッチ（1170？ -1250？）数列）









































　⇒第1式から を， ， を用いて表し，第
2式に代入， ， ， の漸化式を導いて，
【10】【11】の型に帰着し， を求めることも
出来るが，一般には，  
の形に変形，数列  が，公比 の等
比数列になることを利用，なお，対称型 ，
の場合は，数列 が等比数列になる。
［問13］ （1）  ，
　　　　　　 ，

























































［解］  1の移動先を として２通りの場合を考
える。 として，
　（ⅰ）  の移動先が1となる場合。このとき，
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であるから【3】の（1）の考え方により。
　
　 より，
　
　
したがって，
　これらの例のように，先に示した漸化式の基
本形のもと，様々な現象を漸化式で表し，それ
を解くことによって現象を捉えることができる
という指導価値の高い例は多い。
5　終わりに
　「数学的帰納法」や「漸化式」は，数学のい
ろいろな命題を解決するだけでなく，自然現象
や社会現象を説明する上でも重要なテーマであ
りながら，論理展開の難解性や，その指導に時
間がかかることなどから，高等学校で敬遠され
る分野である。
　しかし，その導入から定義や用語を丁寧に指
導し，基礎から系統立てて指導することで，生
徒にとって理解し難い分野ではなくなる。
　数学の論理体系の「美しさ」を紹介できる教
材の例として「数学的帰納法」や「漸化式」を
数学指導に活かしたい。
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